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	【語句説明】
	Uアデノ随伴ウイルス（AAV）
	アデノ随伴ウイルスは、ヒトや動物に感染する病原性をもたないウイルスであり、遺伝子治療用ベクターとして低免疫原性、低毒性、長期発現性という長所を併せ持つことから、全世界で遺伝子治療臨床開発が進められています。アデノ随伴ウイルスには多くの血清型が存在し、臓器特異的に感染することが知られています。
	Uアデノ随伴ウイルスベクター

